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連
合
が
定
昇
２
％
＋
ベ
ア
１
％
以
上

要
求
。
昨
年
は
年
金
保
険
料
引
き
上
げ

や
復
興
増
税
で
家
計
を
ジ
ワ
リ
圧
迫
。

４
月
か
ら
は
消
費
税
が
８
％
に
。
賃
金

相
場
の
決
定
は
や
は
り
春
闘
。
し
っ
か

り
交
渉
し
て
要
求
実
現
、
官
も
民
も
労

働
組
合
の
存
在
意
義
を
示
そ
う
。

　

特
定
秘
密
保
護
法
は
民
主
主
義
破

壊
。
中
国
・
韓
国
と
の
平
和
外
交
こ
そ

国
民
の
利
益
を
守
る
。「
積
極
的
平
和
主

義
」
は
積
極
的
軍
国
主
義
へ
の
道
。
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
を
許
さ
ず
、
職

場
・
地
域
か
ら
戦
争
反
対
、
改
憲
阻
止

の
う
ね
り
を
つ
く
ろ
う
。

新冠町・ノースヒルズの「キズナ号」（写真左）。母馬「キャット
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原
点
に
立
ち
返
り
道
本
部
に
結
集
！

平
和
で
民
主
的
・
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
実
現

自
治
労
北
海
道
本
部

執
行
委
員
長

山
上

　
潔

新年号紙面

新
地
本
四
役
・
忙
中
余
話

「
お
い
し
い
も
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

２
０
１
３
年
を
ふ
り
返
る

２
０
１
４
地
本
の
イ
チ
オ
シ

４

面

２

３

面

迎 春

仲
間
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担

う
仲
間
と
の
連
携
が
進
ま
ず

組
織
強
化
・
拡
大
に
至
っ
て

い
な
い
。
ま
た
、
地
方
交
付

税
法
や
労
働
法
制
な
ど
の
改

正
、
組
合
員
の
生
活
を
危
険

に
さ
ら
し
か
ね
な
い
「
憲
法

改
正
」
や
「
脱
原
発
」
の
課

題
な
ど
に
も
取
り
組
み
き
れ

て
い
な
い
状
況
に
も
あ
る
。

■
労
働
組
合
の
原
点
へ

　

取
り
組
む
課
題
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
る
。
労
働
運
動

は
「
組
合
員
の
生
活
・
権
利

を
守
る
」
も
の
で
あ
り
「
組

合
員
み
ん
な
で
取
り
組
む
」

も
の
だ
。
あ
ら
た
め
て
組
合

員
全
員
で
再
認
識
し
、
労
働

組
合
の
原
点
で
あ
る
「
ひ
と

り
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み

ん
な
は
ひ
と
り
の
た
め
に
」

の
考
え
に
立
ち
返
り
、
職
場

か
ら
活
動
を
全
員
で
活
性
化

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　

ま
た
、
来
年
統
一
自
治
体

選
挙
が
行
わ
れ
る
。「
道
政
奪

還
」
に
む
け
5
万
3
千
人
の

団
結
を
あ
ら
た
め
て
固
め
合

い
、
し
っ
か
り
前
を
向
き
、

道
本
部
総
体
の
前
進
を
は
か

ろ
う
。

自
治
労
組
合
員
が
参
加
し
、

企
業
を
超
え
て
地
域
の
連
帯

を
強
め
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。

■
意
識
改
革

　

組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
意

識
改
革
も
問
わ
れ
る
。
正

規
職
員
が
減
少
を
続
け
、

臨
時
・
非
常
勤
職
員
が
増
加

し
、
組
織
化
に
む
け
さ
ま
ざ

ま
な
努
力
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
い
ま
だ
十
分
と
は
言
え

な
い
実
態
に
あ
る
。
と
も
に

働
く
仲
間
と
し
て
、
尊
重
し

合
い
労
働
条
件
や
生
活
の
向

上
に
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
だ
。
職
場
か
ら
も
う

一
度
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
分

断
を
見
逃
さ
ず
に
労
働
組
合

運
動
の
強
化
が
必
要
だ
。

■
組
織
の
現
状

　

職
場
や
地
域
に
お
い
て

も
、
組
合
員
や
家
族
、
そ
し

て
地
方
自
治
を
守
る
た
め
に

し
っ
か
り
と
し
た
運
動
を
構

築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
組
織
現
状
は
、
役

員
が
単
年
で
交
代
し
運
動
の

引
継
ぎ
が
さ
れ
て
い
な
い
状

況
や
、
職
場
の
忙
し
さ
か
ら
、

労
働
運
動
が
後
回
し
に
な
っ

て
い
る
状
況
が
あ
る
。
職
場

で
は
、
同
じ
自
治
体
で
働
く

る
状
況
を
阻
止
し
、
国
に
対

し
て
地
方
自
治
と
地
域
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
守
り
、
地
方
で

は
自
ら
の
た
た
か
い
で
賃

金
・
労
働
条
件
を
決
め
て
い

く
と
い
う
労
働
組
合
の
基
本

的
役
割
と
機
能
を
強
め
る
た

た
か
い
を
し
っ
か
り
取
り
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
公

務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
は
自
治
体

内
で
の
取
り
組
み
だ
け
で
は

打
破
で
き
な
い
。
労
働
者
全

体
の
賃
金
底
上
げ
と
格
差
是

正
の
取
り
組
み
や
、
政
策
を

含
め
た
地
域
づ
く
り
な
ど
に

自
民
党
が
５
年
間
の
集
中
財

政
再
建
期
間
に
お
い
て
国
・

地
方
を
あ
わ
せ
た
公
務
員
人

件
費
を
年
間
２
兆
円
削
減
す

る
こ
と
を
政
権
公
約
に
掲
げ

て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
削
減

継
続
の
動
き
が
活
発
化
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
政
治

の
場
で
一
方
的
に
決
定
さ
れ

　

自
治
労
を
取
り
巻
く
情
勢

は
、
非
正
規
労
働
者
の
増
加

と
と
も
に
公
務
員
バ
ッ
シ
ン

グ
が
強
ま
り
、
公
務
員
人
件

費
の
削
減
圧
力
は
一
層
強
ま

っ
て
い
る
。
国
交
給
与
削
減

と
地
公
へ
の
削
減
「
要
請
」

に
つ
い
て
は
、
２
０
１
４
年

３
月
ま
で
と
し
て
い
る
が
、

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
中
、
道
本
部
運

動
の
前
進
の
た
め
に
職

場
・
地
域
で
奮
闘
い
た

だ
い
た
、
各
地
本
・
単

組
・
組
合
員
・
退
職

者
・
家
族
の
皆
さ
ん

に
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
、
地
公
給
与
削
減
反

対
の
た
た
か
い
で
は
、
厳
し

い
情
勢
の
下
で
多
く
の
単
組

で
実
施
阻
止
を
勝
ち
取
る
と

と
も
に
、
残
念
な
が
ら
実
施

さ
れ
た
単
組
で
も
国
ど
お
り

で
の
実
施
を
全
て
の
単
組
で

阻
止
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
、
7
月
の
参
議
院

選
挙
闘
争
で
は
、
全
国
的
に

は
民
主
党
が
厳
し
い
結
果
と

な
っ
た
も
の
の
、
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
、
組
織
内
あ
い
は
ら
・
道

選
挙
区
小
川
の
再
選
を
勝
ち

取
る
と
と
も
に
、
11
月
の
賃

金
確
定
闘
争
で
は
、
厳
し
い

状
況
の
中
で
も
多
く
の
単
組

で
昇
給
・
昇
格
制
度
の
見
直

し
を
阻
止
し
、
現
給
保
障
制

度
措
置
の
継
続
を
勝
ち
取

り
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の

処
遇
改
善
で
も
前
進
回
答
を

引
き
出
す
な
ど
、
成
果
を
上

げ
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
れ
ら
の
た
た
か

い
の
成
果
が
未
来
に
む
か
っ

て
明
る
い
展
望
を
切
り
開
い

て
い
く
萌
芽
と
な
る
こ
と
を

確
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
政
治
的
に
は
圧

倒
的
な
保
守
勢
力
を
前
に
し

て
、
我
々
は
極
め
て
劣
勢
の

中
で
の
た
た
か
い
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

決
し
て
怯
む
こ
と
な
く
、
地

方
自
治
・
財
政
の
確
立
に
む

け
て
、
ま
た
働
く
も
の
や
社

会
的
弱
者
の
生
活
を
守
り
、

平
和
で
民
主
的
で
、
安
心
・

安
全
に
暮
ら
し
て
い
け
る
社

会
の
実
現
に
む
け
て
、
皆
さ

ん
と
と
も
に
力
強
く
歩
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
ど
う
か
皆
さ
ん
の
よ

り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
さ
ん
に
と
り

ま
し
て
今
年
が
よ
り
良
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

し
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
は
地
公
給
与
削
減
反
対
・
参
議
院
議
員

選
挙
・
改
憲
に
む
け
た
法
案
阻
止
な
ど
の
た
た
か
い
だ

っ
た
。
結
果
を
し
っ
か
り
踏
ま
え
、
２
０
１
４
年
度
は

労
働
組
合
の
基
本
を
組
合
員
全
員
で
確
認
し
、
各
単
組

の
問
題
点
を
克
服
し
、
自
治
労
運
動
に
結
集
し
よ
う
！

2014年
元旦馬

馬

馬
脚
を
現
す
　

今
年
は
馬
年
。『
馬
脚
を
現
す
』

と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。
隠
し

て
い
た
本
性
や
悪
事
が
ば
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
す

で
に
安
倍
首
相
は
本
性
を
現
し
、「
戦
争
の
で
き
る
国
づ

く
り
」
を
す
す
め
て
い
る
。
安
倍
政
権
の
悪
事
に
し
っ

か
り
対
応
で
き
る
年
に
な
る
よ
う
祈
り
た
い
。
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応募方法

新
春
メ
ッ
セ
ー
ジ
組
織
内
国
会
議
員

年
が
明
け
ま
し
た
。
自
公
政
権

は
、
す
べ
て
が
国
民
か
ら
委

任
を
受
け
た
と
で
も
言
う
よ

う
な
政
権
運
営
を
す
す
め
て

き
て
い
ま
す
。
安
心
の
社
会
保

障
、
均
等
待
遇
の
原
則
、
平
和

国
家
の
構
築
等
々
の
た
め
、
と

も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

　

二
期
目
の
議
席
を
頂
い
て

疲
れ
様
で
し
た
！
昨
年
末
か

ら
安
倍
政
権
に
よ
る
「
政
権

の
暴
挙
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
再
び
政
治
を
取
り
戻

す「
反
転
攻
勢
」の
ス
タ
ー
ト

に
な
る
年
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
俯
く
な
か
れ
！

と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

　

あ
い
は
ら
く
み
こ
選
挙
お

え
さ
き
　
た
か
し

参
議
院
議
員

あ
い
は
ら
く
み
こ

参
議
院
議
員

岩内町「にしんが八セット」を
２人にプレゼント

「本部の品」を２人にプレゼント。
本部の品？（写真はイメージ）を持
つ川本書記長、石上中執、西村中執

富
良
野
市
「
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
」
を
１
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

石屋製菓・白いバウム「ＴＳＵＭＵＧ
Ｉ」を10人にプレゼント。（写真左から）
山上委員長、岡書記

　

岩
内
町
の
『
身
欠
き
に
し

ん
』
は
伝
統
の
技
術
で
加
工

さ
れ
た
知
る
人
ぞ
知
る
逸
品

で
す
。
お
い
し
い
身
欠
き
に

し
ん
を
２
（
に
）
×
（
し
）
４

　

東
京
で
北
海
道
本
部
を
代

表
し
て
日
々
奮
闘
し
て
い
る

道
本
部
特
別
執
行
委
員
の
川

本
淳
書
記
長
、
中
央
執
行
委

員
・
石
上
千
博
さ
ん
、
西
村

　

『
へ
そ
と
ス
キ
ー
と
ワ
イ

ン
の
ま
ち
』
富
良
野
か
ら
２

０
１
３
国
産
ワ
イ
ン
コ
ン
ク

　

白
い
バ
ウ
ム
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ

Ｕ
Ｇ
Ｉ
」
は
、「
白
い
恋
人
」

の
ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
練
り
込
む
こ
と
に
よ
り
生

大
根
お
ろ
し
で
食
べ
る
の
が

オ
ス
ス
メ
！
ほ
か
に
も
燻
製

や
、
数
の
子
な
ど
色
々
な
味

が
楽
し
め
ま
す
。
み
な
さ
ん

ぜ
ひ
ご
賞
味
下
さ
い
！

正
樹
さ
ん
か
ら
お
い
し
い
も

の
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

何
が
届
く
か
こ
う
ご
期
待
で

す
！
（
希
望
者
は
、
本
部
の

品
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

た
『
バ
レ
ル
ふ
ら
の
白
２
０

１
１
』
と
工
場
限
定
販
売
品

の
『
赤
ワ
イ
ン
』
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
！
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！

で
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
し
て
く

だ
さ
い
！
（
希
望
者
は
、
道

本
部
の
品
と
記
入
し
て
く
だ

さ
い
）

（
ん
）
＝

（
が
）
８

（
は
ち
）

品
セ
ッ
ト

に
し
ま
し

た
。
ソ
フ

ト
乾
は
さ

っ
と
焼
い

て
醤
油
と

ー
ル
欧
州
系
・
国
産
改
良
品

種
等
ブ
レ
ン
ド
白
部
門
で
最

高
部
門
賞
、
銀
賞
を
受
賞
し

ま
れ
る

風
味
と

コ
ク
が

絶
妙
で

し
っ
と

り
と
し

た
柔
ら

か
な
新

感
覚
ス

イ
ー
ツ

新
冠
町
職

釧
路
市
役
所
ユ
ニ
オ
ン

後志本部

上川道本部

お
い
し
い
身
欠
き
に
し
ん
が
い
っ
ぱ
い「
に
し
ん
が
八
セ
ッ
ト
」

本
部
専
従
者
か
ら
、「
お
い
し
も
の
」！

２
０
１
３
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
銀
賞「
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
」

し
っ
と
り
柔
ら
か
白
い
バ
ウ
ム「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｕ
Ｇ
Ｉ
」

足
寄
町
職
労

林
原
あ
ゆ
み

植
田　

瑞
希
ん
さ

ん
さ

白
井　
　

希

岡
井　

朋
哉

名
須
川　

惟
ん
さ

ん
さ

ん
さ

長
谷
川
典
子
ん
さ

八
雲
町
職
労

荒
木　

美
矢

西
村　

翔
太

ん
さ

ん
さ

す
べ
て
の
労
働
者
の
雇
用
拡
大
・

賃
金
底
上
げ
■
２
０
１
３
国
民

春
闘
討
論
集
会
＝
１
月
11
日

北
風
に
立
ち
向
か
い
前
進
！

■
道
本
部
結
成
50
周
年
記
念

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
＝
２
月
５
日

傷
ん
だ
雇
用
・
労
働
条
件
の
復
元
■

２
０
１
３
春
闘
・
第
23
回
参
院
選
勝

利
全
道
総
決
起
集
会
＝
３
月
６
日

原
発
は
い
ら
な
い
！
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
の
転
換
を
■
４
・
26
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
デ
ー
＝
４
月
26
日

す
べ
て
の
人
に
出
番
と
居
場

所
が
あ
る
社
会
を
■
第
84
回

全
道
メ
ー
デ
ー
＝
５
月
１
日

金
な
ん
か
い
ら
ね
ぇ
！
大
間
の
海
、
子

ど
も
た
ち
の
未
来
ま
も
り
た
い
■
さ
よ

う
な
ら
原
発
北
海
道
集
会
＝
６
月
２
日

都
市
交
の
仲
間
と
と
も
に
■
道

本
部
第
１
１
７
回
中
央
委
員
会

＝
５
月
31
日
～
６
月
１
日

あ
い
は
ら
く
み
こ
再

選
！
■
第
23
回
参
議
院

議
員
選
挙
＝
７
月
22
日

放
射
能
想
定
し
た
風
船
ど
こ
に
…
■
Ｓ
Ｔ

Ｏ
Ｐ
泊
原
発
の
再
稼
働
！
さ
よ
う
な
ら
原

発
北
海
道
集
会
in
い
わ
な
い
＝
10
月
６
日

認
め
な
い
！
国
民
支
配
の
法
案
■

特
定
秘
密
保
護
法
案
の
反
対
を

求
め
る
緊
急
集
会
＝
11
月
19
日

解
釈
改
憲
を
許
さ
な
い
！

■
許
す
な
改
憲
！
12
・
８

北
海
道
集
会
＝
12
月
３
日

ひ
と
り
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん

な
は
ひ
と
り
の
た
め
に
■
道
本
部
第

55
回
定
期
大
会
＝
９
月
26
日
～
27
日

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ
格
差
社
会
！
■
北

海
道
地
域
最
賃
の
大
幅
引
き
上
げ
を

求
め
る
労
働
局
前
集
会
＝
８
月
７
日

世相を象徴する漢字は「輪」

2013年をふり返る
　７月の参院選であいはら再選を勝ち取った
が民主党は歴史的大敗。五輪招致で世間は盛
り上がるも労働者の雇用はさらに悪化。特定
秘密保護法案の強行採決で憲法改正の危機。

全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
北
海

道
本
部

（
自
治
労
北
海
道
本
部
）

�

執
行
委
員
長　

山
上　
　

潔

�

外
役
職
員
一
同

全
労
済
自
治
労
共
済
本
部
北
海
道

支
部

�

支
部
長　

山
上　
　

潔

�

外
役
職
員
一
同

財
団
法
人
北
海
道
自
治
労
会
館

�

理
事
長　

山
上　
　

潔

�

外
役
職
員
一
同

※
道
本
部
特
別
執
行
委
員

全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合

�

書
記
長　

川
本　
　

淳

�

中
央
執
行
委
員　

石
上　

千
博

　
　
　

 

〃　

     

岸　

真
紀
子

　
　
　

 

〃　

     

西
村　

正
樹

特
別
中
央
執
行
委
員

連
合
本
部
常
駐
役
員

�

平
川　

則
男

全
労
済
職
域
事
業
本
部

�

専
務
執
行
役
員　

友
利　

一
男

自
治
労
サ
ー
ビ
ス

�

代
表
取
締
役　

金
田　

文
夫


生
活
経
済
政
策
研
究
所

専
務
理
事
・
事
務
局
長

�

大
門　

正
彦

自
治
労
会
館

�

理
事
長　

大
原　

義
行

自
治
労
総
合
都
市
交
通
局
東
北
・

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
担
当

�

高
橋　
　

望

自
治
労
社
会
保
険
関
係
労
連

�

中
央
執
行
委
員
長　

芳
賀　

直
行

連
合
北
海
道

�

事
務
局
長　

出
村　

良
平

�

執
行
委
員　

永
田　

重
人

北
海
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム

�

代
表　

中
村　

誠
吾

北
海
道
労
働
金
庫

�

理
事
長　

髙
柳　
　

薫

全
労
済
北
海
道
本
部

�

本
部
長　

三
浦　

正
道

北
海
道
労
働
委
員
会

�

委
員　

渡
部
正
一
郎

全
国
市
町
村
職
員
共
済
組
合
連
合

会

�

監
事　

佐
々
木
修
司

公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治

研
究
所

�

常
務
理
事　

杉
谷　

光
一

全
労
済
自
治
労
共
済
本
部
北
海
道

支
部

�

事
務
局
長　

三
浦　

正
一

自
治
労
北
海
道
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム

�

会
長　

木
村　

峰
行

�

参
議
院
議
員　
　

相
原
久
美
子

�

前
衆
議
院
議
員　

逢
坂　

誠
二

自
治
労
北
海
道
本
部

�

顧
問　
　
　
　

中
澤　

健
次

       

〃　

     

金
田　

誠
一

       

〃　

     

峰
崎　

直
樹

       

〃　

     

仲
野　

博
子

       

〃　

     

北
村　

英
人

       

〃　

     

森　
　
　

朗

       

〃　

     

三
輪　

修
彪

       

〃　

     

冨
山　
　

隆

       

〃　

     

大
場　

博
之

       

〃　

     

後
藤　

森
重

       

〃　

     

田
川　

靖
一

       

〃　

     

林　
　

亮
一

       

〃　

     

佐
藤　

富
夫

       

〃　

     

古
川　

隆
之

●あて先
〒060-0806
　札幌市北区北６条西７丁目自治労会館２階
　自治労北海道本部「おいしいものプレゼント」係
●締め切り
　2014年１月24日（金）消印有効
●当選者発表
　�正解と当選者発表は「自治労北海道」2014年２月

に発行する機関紙に掲載予定

自治労道本部の正式名称は？

【ヒント】
本号紙面をよーく見てください！

「全日本○○○○労働組合北海道本部」

〔問題〕

今
年
も
ど
う
ぞ

�

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

2014
賀正

（応募は１組合員１応募です）

北広島市「きたひろ春巻・きた
ひろコロッケセット」を３人に
プレゼント

　

北
広
島
の
高
校
生
が
考
案

し
た
レ
シ
ピ
を
基
に
、
北
広

島
産
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
大
根
を

使
用
し
た
ヘ
ル
シ
ー
な
『
き

鶏
肉
、
男
爵
イ
モ
や
メ
ー
ク

イ
ン
を
使
用
し
た
『
き
た
ひ

ろ
コ
ロ
ッ
ケ
』
を
ご
用
意
し

ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
！

た
ひ
ろ
春
巻
』
と
北
広
島
産

の
キ
タ
ア
カ
リ
を
メ
イ
ン
に

石狩
き
た
ひ
ろ
春
巻
・
コ
ロ
ッ
ケ
セ
ッ
ト

北
広
島
市
職
労

清
水　

愛
里
ん
さ天塩町「しじみラーメン５個、ChuChuプ

リン４個」をセットで２人にプレゼント

　

即
席
の
袋
麺
に
天
然
の
貝

付
き
し
じ
み
が
入
っ
て
い
る

シ
ジ
ミ
の
産
地
天
塩
な
ら
で

は
の
即
席
麺
「
し
じ
み
ラ
ー

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
！
超
絶
大

人
気
商
品
で
す
の
で
ぜ
ひ
ご

賞
味
く
だ
さ
い
！

メ
ン
」
と
、

マ
ヨ
ネ
ー
ズ

容
器
に
入
っ

た
絞
り
口
か

ら
チ
ュ
ー
チ

ュ
ー
吸
っ
て

食
べ
る
「
Ｃ

ｈ
ｕ
Ｃ
ｈ
ｕ

プ
リ
ン
」
を

セ
ッ
ト
で
プ

留萌
大
人
気「
し
じ
み
ラ
ー
メ
ン・Ｃ
ｈ
ｕ
Ｃ
ｈ
ｕ
プ
リ
ン
セ
ッ
ト
」

天
塩
町
職

渡
辺　

千
璃
ん
さ

せ
た
な
町
「
ト
マ
ト
ひ
つ
じ
肉
の
詰
め
合
わ
せ
」

を
２
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

「
ト
マ
ト
ひ
つ
じ
」
は
、

せ
た
な
町
の
「
よ
し
も
り
ま

し
て
い
ま
す
！

き
ば
」
さ

ん
で
育
て

ら
れ
た
羊

で
、
や
わ

ら
か
く
ク

セ
の
な
い

と
て
も
美

味
し
い
お

肉
で
す
。

た
く
さ
ん

の
ご
応
募

を
お
待
ち

桧山
「
ト
マ
ト
ひ
つ
じ
肉
の
詰
め
合
わ
せ
」は
い
か
が
？

全
道
庁
労
連
檜
山
総
支
部

井
田　

大
樹
ん
さ

新冠町「特産品」を１人にプレゼント。
（写真左から）白井希さん・岡井朋哉さ
ん・名須川惟さん

　

新
冠
町
内
で
生
産
さ
れ
た

絞
り
た
て
で
新
鮮
な
『
ホ
ロ

シ
リ
牛
乳
』
、
ス
イ
ー
ツ
工
房

ミ
ル
ト
の
『
牛
乳
カ
ス
テ
ラ

さ
れ
て
い
る
『
桜
ど
ら
』
を

ご
用
意
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
応

募
し
て
下
さ
い
！

と
釜
出
し
カ
ス

テ
ラ
』
、
新
冠

町
節
婦
の
五
代

水
産
で
加
工
さ

れ
た
品
切
れ
続

出
の
『
さ
け
ト

バ
』
、
『
新
冠
温

泉
レ
・
コ
ー
ド

の
湯
ホ
テ
ル
ヒ

ル
ズ
』
で
販
売

日高
品
切
れ
続
出
の「
さ
け
ト
バ
」ほ
か
…

釧
路
市
「
地
酒
セ
ッ
ト
」
を
１

人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
、（
写
真
左
か

ら
）
塚
田
志
津
子
さ
ん
、
長
谷

川
典
子
さ
ん
、種
市
弘
恵
さ
ん
、

小
西
美
智
子
さ
ん

　

釧
路
市
か
ら
大
正
８
年

に
創
業
し
歴
史
あ
る
福
司

酒
造
の
『
吟
醸
酒
』
は
地
元

釧
路
の
気
候
を
活
か
し
、

低
温
で
ゆ
っ
く
り
と
発
酵

さ
せ
た
逸
品
で
す
。
『
咲

楽
』
は
入
手
困
難
な
銘
柄

で
、
評
判
な
一
品
で
す
。

『
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
』
は
北

海
道
牛
乳
を
１
０
０
％
使

用
し
た
贅
沢
な
ヨ
ー
グ
ル

ト
の
お
酒
で
す
。
み
な
さ
ん

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
！

釧根
釧
路
市
地
酒
セ
ッ
ト

岩
内
町
職

檜
森
香
菜
子
ん
さ

「海産物の詰め合わせ」を２人にプレゼント

　

浜
頓
別
町
は
毛
が
に
・
鮭
・

帆
立
が
特
産
品
で
す
。
前
浜

品
を
ご
賞
味
下
さ
い
！

で
獲
れ
た
鮮

度
が
自
慢
の

『
海
産
物
詰

め
合
わ
せ
』

を
産
地
直
送

で
お
届
け
し

ま
す
。
町
の

マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
『
ス
ワ
ッ

ト
ン
』
が
お

す
す
め
の
一

宗谷
「
ス
ワ
ッ
ト
ン
」お
す
す
め
の
一
品

浜
頓
別
町
職

勝
井　

理
香
ん
さ

北
竜
町
「
黒
千
石
大
豆
セ
ッ
ト
」
を
３
人
に

プ
レ
ゼ
ン
ト

　

ひ
ま
わ
り
の
ま
ち
北
竜
町

か
ら
、
北
海
道
生
ま
れ
の
黒

大
豆
、
そ
の
名
も
『
黒
千
石
』

か
な
生
活
へ
の
一
歩
に
い
か

が
で
す
か
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
く

だ
さ
い
！

（
く
ろ
せ
ん
ご

く
）
と
そ
の
加

工
品
を
セ
ッ
ト

に
し
ま
し
た
。

『
黒
千
石
』
は
豊

富
な
栄
養
価
を

持
つ
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
、

各
業
界
か
ら
の

注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。
健
や

空知
ま
ぼ
ろ
し
の
黒
大
豆『
黒
千
石
大
豆
セ
ッ
ト
』

北
竜
町
職
労

糸
谷　

梨
生
ん
さ大空町「しじみ商品詰め合わ

せ」を１人にプレゼント

　

健
康
食
品
と
し
て
近
年
注

目
さ
れ
て
い
る
し
じ
み
。
し

じ
み
に
は
、
必
須
ア
ミ
ノ
酸

を
は
じ
め
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ

　

醤
油
、
味
噌
汁
、
つ
ゆ
、

ご
飯
の
素
、
お
ま
け
に
大
空

町
産
も
ち
米
付
で
す
。
健
康

に
気
を
使
っ
た
１
年
を
過
ご

す
た
め
に
、
ぜ
ひ
ご
賞
味
く

だ
さ
い
！

ラ
ル
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
今
、
大
空
町
い
ち
お

し
の
商
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

網走
し
じ
み
づ
く
し
は
い
か
が
？

大
空
町
職

土
田
麻
梨
江
ん
さ

自
治
労
本
部

富
良
野
市
労
連

西
村　

美
香
ん
さ

八雲町「噴火湾産勇内山鮮魚店の福袋」
を１人にプレゼント、（写真左から）荒木
美矢さん、西村翔太さん

　

八
雲
町
の
噴
火
湾
前
浜
で

と
れ
た
、
鮮
度
自
慢
の
大
人

気
セ
ッ
ト
、
ホ
ッ
ケ
、宗
八
、

鮭
山
漬
切
身
な
ど
計
６
品
、

言
え
な
い
旨
み
』
が
口
の
中

に
広
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
賞

味
下
さ
い
！

さ
ら
に
今
回

は
ホ
タ
テ
活

貝
２
㎏
も
入

れ
た
、『

勇

内
山
鮮
魚
店

の
福
袋
』
を

お
届
け
し
ま

す
。
鮭
山
漬

は
『
塩
辛
い

け
ど
何
と
も

渡島
お
楽
し
み
！「
海
産
物
の
福
袋
」登別市「赤鬼セット」を１人に

プレゼント

　

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
詰

め
合
わ
せ「
赤
鬼
セ
ッ
ト
」を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
全
国

屈
指
の
お
湯
ど
こ
ろ
登
別
。

豊
か
な
自
然
や
文
化
か
ら
生

み
出
さ
れ
る
加
工
食
品
は
、

ま
ち
を
あ
げ
て
お
薦
め
す
る

逸
品
で
す
。
ま
ち
ブ
ラ
ン
ド

に
認
め
ら
れ
た
至
極
の
味
覚

を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
！

で
も
登
別
の
魅
力
は
温
泉
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

胆振
こ
れ
が
、鬼
の
イ
チ
オ
シ
!!

登
別
市
職
労

渋
谷　

麻
美
ん
さ

足寄町「木苺セット」を３人にプレゼン
ト、（写真左から）植田瑞希さん、林原あ
ゆみさん

　

足
寄
町
役
場
で
生
産
し
た

木
苺
を
使
っ
た
「
木
苺
シ
ャ

ン
メ
リ
ー
と
木
苺
ジ
ャ
ム
の

セ
ッ
ト
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

す
。
足
寄
町
の
新
名
産
と
し

て
の
木
苺
を
味
わ
い
く
だ
さ

い
！

販
売
を
開
始
す

る
と
早
々
に
売

り
切
れ
と
な
る

ほ
ど
大
好
評
を

い
た
だ
い
て
お

り
、
一
昨
年
新

し
く
な
っ
た
道

の
駅
「
銀
河
ホ

ー
ル
21
」
等
で

販
売
し
て
い
ま

十勝
大
好
評
！「
木
苺
セ
ッ
ト
」

自
治
労
道
本
部

自治労北海道本部 第118回中央委員会

９：30 開会　　17：00 閉会予定

2014 ２ ６年 日 ８：30 ～受付㈭月

※会場は

北海道自治労会館５Ｆ
札幌市北区北６条西７丁目

　はがきに①～⑥を記入しご応募下さい。厳選なる抽選で、
当選者にプレゼントをお送りします。
①答え
②第１希望、第２希望のプレゼント名
③所属の単組名（自分の所属している単位組合名です）
④住所・名前・年齢・職種
⑤連絡先電話番号
⑥新年号「自治労北海道」の感想（必須）

おいしいものプレゼント2014

地本のいち
おし

６日㈪　旗開き
７日㈫　第８回執行委員会（札幌市）
10日㈮　道本部2014春闘討論集会（～11日、札幌市）
　　　　あいはらくみこ参議を励ます会（札幌市）
　　　　道本部女性部第2回幹事会（～12日、札幌市）

2014年１月

JICHIRO スケジュール
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忙中余話
　

自
公
政
権
の

暴
走
が
止
ま
ら

な
い
。
特
定
秘

密
保
護
法
案
の

強
行
採
決
の
よ

う
に
国
民
の
意

見
を
聞
こ
う
と

し
な
い
。
一
年

前
の
総
選
挙
、
夏
の
参
院
選

で
白
紙
委
任
状
を
託
さ
れ
た

と
勘
違
い
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
！
労
働
法
制
の
規
制
緩

和
、
農
政
改
悪
、
社
会
保
障

政
策
の
後
退
な
ど
、
数
え
上

げ
る
と
キ
リ
が
な
い
暴
挙

だ
。
私
た
ち
地
方
自
治
体
に

は
、
国
公
に
な
ら
っ
て
の
給

与
減
額
要
請
、
地
方
交
付
税

の
削
減
や
税
制
改
革
に
よ
る

中
央
集
権
化
を
狙
っ
て
い

る
。
民
主
主
義
が
危
機
だ
。

私
た
ち
組
織
さ
れ
た
労
働
者

が
広
範
な
市
民
の
先
頭
に
立

ち
、
た
た
か
う
こ
と
が
急
務

だ
。
し
か
し
、
昨
年
の
給
与

減
額
反
対
闘
争
、
参
院
選
闘

争
の
結
果
を
見
る
と
足
腰
が

弱
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
明

ら
か
だ
。
政
治
と
私
た
ち
の

生
活
、
賃
金
・
労
働
条
件
、

地
方
自
治
が
密
接
に
関
係
し

て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感

し
て
い
る
と
思
う
。来
年
は
、

自
分
た
ち
の
首
長
や
議
員
を

決
め
る
大
事
な
統
一
地
方
選

挙
だ
。
こ
の
一
年
間
の
た
た

か
い
で
組
織
の
足
腰
を
鍛

え
、
来
た
る
べ
き
決
戦
に
し

っ
か
り
備
え
よ
う
！

�

（
大
出
彰
良
）

委
員
長　
　

武
山　

和
史
（
斜
里
町
労
連
）

副
委
員
長　

久
保
田
寿
弘
（
全
道
庁
労
連
網
走
総
支
部
）

副
委
員
長　

小
沼　

寛
人
（
網
走
市
労
連
）

副
委
員
長　

選
出
中

副
委
員
長　

湊　
　
　

修
（
網
走
市
労
連
・
職
能
評
議
会
）

副
委
員
長　

安
達　

直
哉
（
小
清
水
町
職
・
専
従
）

委
員
長　
　

田
中　

剛
己
（
足
寄
町
職
労
・
専
従
）

副
委
員
長　

選
出
中　
　

（
え
り
も
町
職
）

書
記
長　
　

大
澤　

清
一
（
様
似
町
職
）

書
記
次
長　

立
花　

良
行
（
美
幌
町
職
労
）

書
記
次
長　

笹
峯　

健
太
（
斜
里
町
労
連
・
青
年
部
）

書
記
次
長　

選
出
中　
　

（
女
性
部
）

書
記
長　
　

森　
　

智
基
（
佐
呂
間
町
職
労
・
専
従
）

委
員
長　
　

大
友　

光
晴
（
日
高
町
職
）

副
委
員
長　

星　
　

直
樹
（
全
道
庁
労
連
日
高
総
支
部
）

副
委
員
長　

鷹
觜　
　

寧
（
新
冠
町
職
）

副
委
員
長　

佐
藤　

和
三
（
平
取
町
職
労
・
専
従
）

胆
振

十
勝

日
高

網
走

檜
山

空
知

書
記
次
長　

田
丸　

寧
之
（
全
道
庁
労
連
渡
島
総
支
部
・
専
従
）

書
記
次
長　

森
永　
　

茂
（
知
内
町
職
）

委
員
長　
　

浅
野　

幹
昌
（
芦
別
市
職
労
・
専
従
）

書
記
次
長　

小
川　

雄
大
（
全
道
庁
労
連
檜
山
総
支
部
）

委
員
長　
　

三
上　

裕
士
（
乙
部
町
職
）

副
委
員
長　

若
狭　
　

巧
（
江
差
町
職
労
）

副
委
員
長　

木
口　

孝
志
（
厚
沢
部
町
職
）

副
委
員
長　

小
黒　

孝
昭
（
奥
尻
町
職
）

副
委
員
長　

奥
村　

大
樹
（
せ
た
な
町
職
）

副
委
員
長　

選
出
中　
　

（
今
金
町
職
）

書
記
長　
　

野
崎　

真
丈
（
上
ノ
国
町
職
・
専
従
）

副
委
員
長　

中
村　

忠
裕
（
全
道
庁
空
知
総
支
部
）

副
委
員
長　

越
智　

朱
美
（
砂
川
市
職
労
）

副
委
員
長　

久
保
田
慎
二
（
深
川
市
職
労
）

副
委
員
長　

鎌
塚　
　

誠
（
滝
川
市
職
労
）

副
委
員
長　

愛
山　

智
弘
（
妹
背
牛
町
職
）

副
委
員
長　

藤
田　

岳
民
（
雨
竜
町
職
労
）

書
記
長　
　

萩
尾　

竜
司
（
北
竜
町
職
労
・
専
従
）

委
員
長　
　

井
上　

昭
人
（
登
別
市
職
労
）

副
委
員
長　

宮
脇　

得
充
（
全
道
庁
労
連
胆
振
総
支
部
）

副
委
員
長　

宮
下　

秀
紀
（
室
蘭
市
職
労
）

副
委
員
長　

永
田　
　

淳
（
伊
達
市
労
連
）

副
委
員
長　

山
本　

晃
嗣
（
白
老
町
職
労
・
専
従
）

留
萌

渡
島

宗
谷

　

単
組
専
従
か
ら
地
本
専
従
へ
…
３
カ

月
。
各
単
組
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
勢
や
課
題

に
戸
惑
い
な
が
ら
も
や
り
が
い
の
あ
る
任

務
と
感
じ
て
い
ま
す
。
見
た
目
で
色
々
言

わ
れ
ま
す
が
、
運
動
で
は
至
っ
て
真
面
目

で
す
！
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
！

　

４
月
か
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
９

カ
月
で
し
た
。
良
い
時
も
、
そ
う
じ
ゃ
な

い
時
も
支
え
て
く
れ
た
仲
間
、
家
族
に
感

謝
で
す
。
今
年
も
支
え
ら
れ
つ
つ
『
み
ん

な
の
た
め
』
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
と
も

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う

　

早
い
も
の
で
９
カ
月
が
過
ぎ
、
地
本
書

記
局
の
雰
囲
気
に
も
慣
れ
、
稚
内
の
空
気

に
も
慣
れ
、
道
本
部
か
ら
は
暖
か
い
指
導

が
あ
り
、
確
実
に
体
重
が
増
え
…
そ
れ
で

も
楽
し
ん
で
専
従
を
や
っ
て
い
ま
す
！

　

あ
っ
と
い
う
間
の
１
年
９
カ
月
、
思
う

と
こ
ろ
も
あ
り
１
年
延
長
し
ち
ゃ
い
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
に
会
う
人
に
太
っ
た
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
楽
は
し
て
い
な
い
つ
も
り

で
す
。
今
年
は
シ
ュ
ッ
と
し
た
感
じ
で
行

き
た
い
で
す

　

早
い
も
の
で
専
従
と
な
っ
て
か
ら
９
カ

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
至
ら
な
い
と
こ
ろ
も

多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ま
の
ご
協

力
に
よ
り
こ
こ
ま
で
く
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
組
合
員
の
み
な
さ
ま
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す

　

昨
年
は
国
の
「
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
」
の
連

発
で
「
激
お
こ
ぷ
ん
ぷ
ん
丸
！
」
こ
う
や

ら
れ
た
ら
「
倍
返
し
」
で
、
で
も
組
合
員

に
は
「
お
も
て
な
し
！
」

　

２
度
目
の
専
従
と
な
り
早
９
カ
月
。
前

回
に
引
き
続
き
ま
た
も
鹿
と
衝
突
。
や
せ

る
思
い
で
頑
張
っ
て
い
る
？
せ
い
か
、
体

重
で
は
な
く
、
任
務
が
着
実
に
増
え
て
い

ま
す
。
委
員
長
専
従
と
い
う
肩
書
き
に
負

け
な
い
よ
う
頑
張
り
ま
す

　

組
合
活
動
を
何
も
知
ら
ず
に
こ
の
世
界

に
飛
び
込
み
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
と
ご
指
導
、
そ
し
て
私
の
大
事
な
脂

肪
で
何
と
か
沈
没
せ
ず
に
こ
こ
ま
で
乗
り

切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
と
３
カ
月

が
ん
ば
り
ま
す

　

あ
っ
と
言
う
間
に
９
カ
月
が
経
ち
ま
し

た
。
知
識
不
足
で
ご
迷
惑
を
か
け
ま
す
が
、

丈
夫
な
身
体
だ
け
が
取
り
柄
で
す
の
で
、

体
重
は
重
く
て
も
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
い

専
従
者
を
め
ざ
し
て
頑
張
り
ま
す

　

地
本
専
従
と
し
て
３
年
弱
。
着
任
と
同

時
納
車
の
愛
車
と
と
も
に
車
（
者
）
検
満

了
近
し
で
す
。
こ
の
間
の
多
様
な
経
験
は

自
身
の
考
え
方
の
幅
を
大
き
く
広
げ
て
く

れ
ま
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

７
年
ぶ
り
２
回
目
の
専
従
と
な
り
ま
し

た
。
前
回
は
書
記
長
で
し
た
が
、
今
回
は

執
行
委
員
長
と
な
り
ま
し
た
。
十
勝
の
み

な
ら
ず
ど
こ
も
「
ピ
ン
チ
」
な
状
況
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
何
と
か
組
織
固
め
を
確
実

に
し
て
い
き
ま
す
。

　

『
労
働
運
動
と
は
』
を
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
る
日
々
で
す
。
今
年
は
、
仲
間
の

声
に
依
拠
し
た
運
動
を
つ
く
る
た
め
、
そ

し
て
『
脱
メ
タ
ボ
闘
争
』解
決
に
む
け
て
、

大
き
な
体
で
い
ろ
ん
な
汗
を
か
く
こ
と
を

宣
言
し
ま
す
！

　

衆
・
参
選
挙
で
は
負
け
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
現
実
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
、

一
歩
ず
つ
前
に
す
す
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
昨
年
と
違
い
こ
の
１
年
は
、
違
反
金

を
支
払
う
こ
と
も
な
く
過
ご
せ
ま
し
た
。

残
り
３
カ
月
、
安
全
運
転
と
鹿
に
気
を
付

け
て
、
運
動
を
前
進
さ
せ
ま
す
！

委
員
長　
　

石
塚　
　

豊
（
浜
中
町
職
）

副
委
員
長　

表　
　

健
一
（
中
標
津
町
労
連
）

副
委
員
長　

冨
谷　

芳
幸
（
厚
岸
町
職
）

副
委
員
長　

戸
村
の
ぞ
美
（
中
標
津
町
労
連
）

副
委
員
長　

浅
野　

康
敏
（
釧
路
市
役
所
ユ
ニ
オ
ン
）

副
委
員
長　

菅
原　

雪
子
（
厚
岸
町
職
）

副
委
員
長　

木
村　

葉
子
（
釧
路
市
役
所
ユ
ニ
オ
ン
）

副
委
員
長　

菊
地　
　

誠
（
標
茶
町
職
労
）

副
委
員
長　

森
谷　

寿
彦
（
白
糠
町
職
）

副
委
員
長　

髙
橋　

麻
弥
（
全
道
庁
労
連
釧
路
総
支
部
）

書
記
長　
　

鈴
木　

祐
太
（
羅
臼
町
職
労
）

書
記
次
長　

小
玉　
　

亨
（
標
津
町
職
労
・
専
従
）

書
記
次
長　

久
保　

里
奈
（
中
標
津
町
労
連
）

書
記
次
長　

松
尾　

昭
夫
（
鶴
居
村
職
労
）

書
記
次
長　

石
塚　

員
可
（
弟
子
屈
町
職
労
）

書
記
次
長　

大
津　

雅
弘
（
全
道
庁
労
連
釧
路
総
支
部
）

書
記
次
長　

佐
藤
真
奈
美
（
く
し
ろ
児
童
厚
生
員
ユ
ニ
オ
ン
）

書
記
次
長　

齋
藤　

健
介
（
浜
中
町
職
）

釧
根

　

専
従
任
期
満
了
間
近
、『
北
海
の
虎
』
か

ら
『
標
津
の
鮭
』
と
し
て
故
郷
に
帰
り
ま

す
。
任
期
中
、
全
国
に
多
く
の
仲
間
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
世
話
に
な

っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
残
り
の
任
期
も
力
の
限
り
前

進
し
た
い
と
思
い
ま
す

委
員
長　
　

垣
野　

訓
男
（
札
幌
市
労
）

副
委
員
長　

吉
田　

隆
一
（
札
幌
市
職
連
）

副
委
員
長　

村
上　

真
仁
（
江
別
市
職
労
）

書
記
長　
　

榎
本　

元
樹
（
千
歳
市
職
労
・
専
従
）

書
記
次
長　

黒
崎　

大
輔
（
都
市
共
済
労
組
）

書
記
次
長　

上
山
謙
太
郎
（
恵
庭
市
職
労
）

書
記
長　
　

中
村　
　

将
（
岩
内
町
職
・
専
従
）

書
記
次
長　

佐
藤　
　

理
（
積
丹
町
職
）

委
員
長　
　

千
野　
　

勝
（
士
別
市
職
労
・
専
従
）

副
委
員
長　

高
橋　

利
玄
（
音
威
子
府
村
職
）

副
委
員
長　

関
澤　

博
行
（
富
良
野
市
労
連
）

副
委
員
長　

高
野　
　

尚
（
上
川
町
職
労
）

副
委
員
長　

松
本　

将
門
（
全
道
庁
労
連
上
川
総
支
部
）

書
記
長　

長
能　

朋
広
（
名
寄
市
職
労
・
専
従
）

委
員
長　
　

坂
本　

和
幸
（
留
萌
市
労
連
）

副
委
員
長　

國
井　

政
憲
（
増
毛
町
職
）

副
委
員
長　

伊
藤　

広
和
（
苫
前
町
職
）

書
記
長　
　

柿
崎　

克
之
（
遠
別
町
職
・
専
従
）

委
員
長　
　

青
木　

秀
貴
（
稚
内
市
労
連
）

副
委
員
長　

川
村　

一
一
（
猿
払
村
職
）

副
委
員
長　

田
中　

昌
博
（
豊
富
町
職
）

副
委
員
長　

選
出
中　
　

（
全
道
庁
労
連
宗
谷
総
支
部
）

書
記
長　
　

櫻
庭　
　

信
（
浜
頓
別
町
職
・
専
従
）

書
記
次
長　

石
川　

拓
哉
（
中
頓
別
町
職
）

書
記
次
長　

選
出
中　
　

（
全
道
庁
労
連
宗
谷
総
支
部
）

委
員
長　
　

川
村　

哲
也
（
函
館
市
職
労
）

副
委
員
長　

樋
口　

信
一
（
全
道
庁
労
連
渡
島
総
支
部
）

副
委
員
長　

田
島　
　

修
（
函
館
病
労
）

副
委
員
長　

角
田　

晃
教
（
函
館
市
交
通
労
組
）

副
委
員
長　

野
戸　

英
二
（
知
内
町
職
）

副
委
員
長　

伍
楼　
　

司
（
七
飯
町
労
連
）

副
委
員
長　

宮
崎　
　

渉
（
森
町
職
労
）

書
記
長　
　

柴
田　

正
哲
（
森
町
職
労
・
専
従
）

書
記
次
長　

滝
川　
　

誠
（
全
道
庁
労
連
留
萌
総
支
部
）

書
記
次
長　

沖
田　

雅
己
（
留
萌
市
労
連
）

書
記
次
長　

米
田　

尚
弘
（
小
平
町
職
）

委
員
長　
　

吉
井　

康
裕
（
留
寿
都
村
職
）

副
委
員
長　

川
田　

勝
俊
（
小
樽
市
職
労
）

副
委
員
長　

手
島　
　

恵
（
小
樽
病
職
労
）

副
委
員
長　

鈴
木　
　

泉
（
全
道
庁
労
連
後
志
総
支
部
）

副
委
員
長　

選
出
中　
　

（
女
性
枠
）

副
委
員
長　

櫻
井　
　

剛
（
蘭
越
町
職
・
専
従
）

石
狩

後
志

上
川

　

『
地
方
本
部
の
役
割
と
は
？
』
い
つ
も

悩
み
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
道
本

部
方
針
を
単
組
に
伝
え
、
単
組
の
思
い
・

実
態
を
道
本
部
に
伝
え
る
、
そ
し
て
、
組
合

員
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
、
日
々
模

索
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す

　

あ
っ
と
い
う
間
の
専
従
生
活
で
し
た

が
、
一
番
の
財
産
は
、
仲
間
が
た
く
さ
ん

増
え
た
こ
と
で
す
。
こ
の
財
産
を
一
生
大

事
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
末
永
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　

専
従
着
任
後
す
ぐ
に
地
公
給
与
削
減
反

対
の
た
た
か
い
＆
参
議
院
選
挙
闘
争
…
。

あ
っ
と
い
う
間
に
９
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、
運
転
す
る
機
会
が
増
え
た
お
か
げ
で
、

ゴ
ー
ル
ド
が
…
。
引
き
続
き
運
動
の
前
進

に
む
け
て
頑
張
り
ま
す
！

　

国
公
給
与
削
減
が
来
年
３
月
に
終
わ
ろ

う
と
も
、
自
民
党
政
権
が
継
続
す
る
以
上
、

新
た
な
攻
撃
を
想
定
し
、
単
組
・
総
支
部

の
足
腰
強
化
が
重
要
で
す
。
職
場
、
地
域

に
ね
ざ
し
た
運
動
を
意
識
的
に
強
化
し
ま

す
。
で
も
13
年
続
い
た
難
波
政
権
の
後
っ

て
…
重
い
で
す
。

新地本四役

※
地
方
本
部
の
専
従
者
は
、４
月
に
も
交
代
が
あ
り
ま
す
。

職
場
・
地
域
に

�

ね
ざ
し
た
運
動
強
化

副
委
員
長　

小
林　
　

茂
（
全
道
庁
労
連
十
勝
総
支
部
）

副
委
員
長　

大
林　

健
一
（
帯
広
市
労
連
）

副
委
員
長　

北
原　

正
喜
（
幕
別
町
職
）

書
記
長　
　

平
山　

直
人
（
中
札
内
村
職
）

書
記
長　
　

渡
辺　
　

誠
（
厚
真
町
職
）

書
記
次
長　

長
谷
川
智
彦
（
苫
小
牧
市
職
労
）

書
記
次
長　

八
重
樫　

学
（
む
か
わ
町
職
）

書
記
次
長　

北
口　

幸
恵
（
妹
背
牛
町
職
）

格差をなくそう

ともに
　あいくみ


